
別
表
第
一
中「

3
5

8
2B

r
0•
4

0•
4
」

の
下
に「

3
6

7
9K

r
4

2
」

を
加
え
る
。

別
表
第
一
中「

3
5

8
2B

r
0•
4

0•
4
」

の
下
に「

3
6

7
9K

r
4

2
」

を
加
え
る
。

平成™š年™月˜日 火曜日 (号外第™—号)官 報
ã
未
経
過
期
間
1
3か
月
以
上
2
4か
月
以
下
で
解
約
す
る
場
合

返
還
保
険
料
＝
4
8か
月
契
約
の
３
年
を
超
え
る
部
分
の
純
保
険
料
率
＋
4
8か
月
契
約
の
３
年
を
超
え
る
部

分
の
社
費
中
損
害
調
査
費
相
当
部
分
＋
（
4
8か
月
契
約
の
２
年
超
３
年
以
内
の
純
保
険
料
率
＋
4
8か
月

契
約
の
２
年
超
３
年
以
内
の
社
費
中
損
害
調
査
費
相
当
部
分
）
×
未
経
過
月
数
－
1
2か
月

1
2か
月

ß
未
経
過
期
間
1
2か
月
以
下
で
解
約
す
る
場
合

返
還
保
険
料
＝
（
4
8か
月
契
約
の
３
年
を
超
え
る
部
分
の
純
保
険
料
率
＋
4
8か
月
契
約
の
３
年
を
超
え
る

部
分
の
社
費
中
損
害
調
査
費
相
当
部
分
）
×
未
経
過
月
数

1
2か
月

ホ
保
険
期
間
6
0か
月
の
契
約

Ë
未
経
過
期
間
4
9か
月
以
上
で
解
約
す
る
場
合

返
還
保
険
料
＝
6
0か
月
契
約
の
１
年
を
超
え
る
部
分
の
純
保
険
料
率
＋
6
0か
月
契
約
の
１
年
を
超
え
る
部

分
の
社
費
中
損
害
調
査
費
相
当
部
分
＋
（
1
2か
月
契
約
の
純
保
険
料
率
＋
1
2か
月
契
約
の
社
費
中
損
害

調
査
費
相
当
部
分
）
×
未
経
過
月
数
－
4
8か
月

1
2か
月

ô
未
経
過
期
間
3
7か
月
以
上
4
8か
月
以
下
で
解
約
す
る
場
合

返
還
保
険
料
＝
6
0か
月
契
約
の
２
年
を
超
え
る
部
分
の
純
保
険
料
率
＋
6
0か
月
契
約
の
２
年
を
超
え
る
部

分
の
社
費
中
損
害
調
査
費
相
当
部
分
＋
（
6
0か
月
契
約
の
１
年
超
２
年
以
内
の
純
保
険
料
率
＋
6
0か
月

契
約
の
１
年
超
２
年
以
内
の
社
費
中
損
害
調
査
費
相
当
部
分
）
×
未
経
過
月
数
－
3
6か
月

1
2か
月

ã
未
経
過
期
間
2
5か
月
以
上
3
6か
月
以
下
で
解
約
す
る
場
合

返
還
保
険
料
＝
6
0か
月
契
約
の
３
年
を
超
え
る
部
分
の
純
保
険
料
率
＋
6
0か
月
契
約
の
３
年
を
超
え
る
部

分
の
社
費
中
損
害
調
査
費
相
当
部
分
＋
（
6
0か
月
契
約
の
２
年
超
３
年
以
内
の
純
保
険
料
率
＋
6
0か
月

契
約
の
２
年
超
３
年
以
内
の
社
費
中
損
害
調
査
費
相
当
部
分
）
×
未
経
過
月
数
－
2
4か
月

1
2か
月

ß
未
経
過
期
間
1
3か
月
以
上
2
4か
月
以
下
で
解
約
す
る
場
合

返
還
保
険
料
＝
6
0か
月
契
約
の
４
年
を
超
え
る
部
分
の
純
保
険
料
率
＋
6
0か
月
契
約
の
４
年
を
超
え
る
部

分
の
社
費
中
損
害
調
査
費
相
当
部
分
＋
（
6
0か
月
契
約
の
３
年
超
４
年
以
内
の
純
保
険
料
率
＋
6
0か
月

契
約
の
３
年
超
４
年
以
内
の
社
費
中
損
害
調
査
費
相
当
部
分
）
×
未
経
過
月
数
－
1
2か
月

1
2か
月

ç
未
経
過
期
間
1
2か
月
以
下
で
解
約
す
る
場
合

返
還
保
険
料
＝
（
6
0か
月
契
約
の
４
年
を
超
え
る
部
分
の
純
保
険
料
率
＋
6
0か
月
契
約
の
４
年
を
超
え
る

部
分
の
社
費
中
損
害
調
査
費
相
当
部
分
）
×
未
経
過
月
数

1
2か
月

]
保
険
期
間
開
始
前
の
解
約

純
保
険
料
率
及
び
社
費
中
損
害
調
査
費
相
当
部
分
の
全
額
を
返
還
す
る
。

別
記
第
十
六
第
二
号
中
「
別
記
第
十
二
の
二
」
を
「
別
記
第
十
三
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
中
「核

燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
係
る
細
目
等

を
定
め
る
告
示

」
を
「平

成
２
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
５
号
（
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運

搬
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
係
る
細
目
等
を
定
め
る
告
示
）

」に
、「水

密
性

」
を
「密

封
性

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
か
ら
様
式
第
五
ま
で
中
「核

燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
技
術
上
の

基
準
に
係
る
細
目
等
を
定
め
る
告
示

」
を
「平

成
２
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
５
号
（
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業

所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
係
る
細
目
等
を
定
め
る
告
示
）

」に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
（
以

下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
申
請
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に

よ
る
改
正
後
の
平
成
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
五
号
（
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に

関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
係
る
細
目
等
を
定
め
る
告
示
。
以
下
「
新
告
示
」
と
い
う
。）第
二
十
三
条
第
一
号
及
び
第

四
号
並
び
に
別
表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
第
二
項
又
は
改
正
前
の
平
成
二
年

科
学
技
術
庁
告
示
第
五
号
（
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に

係
る
細
目
等
を
定
め
る
告
示
）
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
申
請
に
つ
い
て
は
、
当

該
申
請
に
係
る
容
器
承
認
書
の
承
認
容
器
と
し
て
使
用
す
る
期
間
又
は
核
燃
料
輸
送
物
設
計
承
認
書
の
有
効
期
間
ま

で
は
、
新
告
示
第
二
十
三
条
第
一
号
及
び
第
四
号
並
び
に
別
表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

第
四
条

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
運
搬
さ
れ
て
い
る
核
燃
料
物
質
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
運
搬
が
終
了
す
る
ま
で

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
五
号

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
五
十
六

号
）
第
十
八
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
放
射
性
同
位
元
素
又
は
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
工
場

又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
係
る
細
目
等
を
定
め
る
告
示
（
平
成
二
年
科
学
技
術
庁

告
示
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
運
搬
さ
れ
て
い
る
放
射
性
同
位
元
素
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
運
搬
が
終
了
す
る
ま
で

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
文
部
科
学
省

経
済
産
業
省

国
土
交
通
省
告
示
第
一
号

核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則（
昭
和
五
十
三
年
総
理
府
令
第
五
十
七
号
）

第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
一
条
、第
十
二
条
第
三
項
第
一
号
並
び
に
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
五
号
（
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
技
術
上
の

基
準
に
係
る
細
目
等
を
定
め
る
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

第
二
十
三
条
第
一
号
中
「
ベ
リ
リ
ウ
ム
」
の
下
に「（
当
該
輸
送
物
全
て
に
対
す
る
ベ
リ
リ
ウ
ム
の
濃
度
が
任
意
の
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
グ
ラ
ム
を
超
え
な
い
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中
「
収
納
さ
れ
て
い
る
核
分
裂

性
核
種
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
み
の
核
燃
料
輸
送
物
で
あ
っ
て
、」を「
一
の
荷
送
人
に
よ
り
一
又
は
二
以
上
の
輸
送
物（
収

納
さ
れ
て
い
る
核
分
裂
性
核
種
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
み
の
場
合
に
限
る
。）を
運
搬
す
る
に
当
た
り
、
当
該
輸
送
物
全
て

に
収
納
さ
れ
て
い
る
」
に
改
め
、「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
重
量
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
の
う
ち
、」の
下
に
「
当
該
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
に
含
ま
れ
る
」
を
、「
重
量
の
合
計
が
」
の
下
に
「
当
該
」
を
、「
で
あ
る
も
の
。」の
下
に
「
た
だ
し
、
専
用

積
載
と
し
て
運
搬
す
る
場
合
に
限
る
。」を
加
え
る
。
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